　医療法人の解散
　医療法人は，医療の永続性及び継続性並びに資金の集積性を確保し，医療の経営を容易にすることを目的としています。
　このため，医療法では解散するための事由が定められており，事由により呉市長の認可を必要とするものがあります。

１．医療法に定められている解散事由（医療法第５５条）
（１）定款（寄附行為）をもって定めた解散事由の発生

（２）目的たる業務の成功の不能

（３）社員総会の決議

（４）他の医療法人との合併

（５）社員の欠乏

（６）破産手続開始の決定

（７）設立認可の取消し

　このうち（２）・（３）の事由により解散する場合は，広島県医療審議会の意見を聴いた後呉市長の認可を受けなければその効力は生じません。
１－１．解散認可申請の手続きの流れ

①解散を決議する社員総会の開催

　　　↓

②解散認可の申請（事前審査５月末・11月末，本審査６月末，12月末締切）

　　　↓

③申請内容の審査（資産の基準日はそれぞれ２月末日，８月末日）
　　　↓

④広島県医療審議会に諮問，答申（概ね８月，２月）

　　　↓　　

⑤呉市長による解散認可（認可書交付）（概ね９月，３月）

　　　↓

⑥認可書をもって法務局で解散の登記

　（解散登記完了届，医療機関廃止届を呉市に提出）

　　　↓

⑦清算法人へ移行（清算人の就任及び登記，清算人を呉市に届出）
　　　↓　　　　　（清算中就職した清算人届）
⑧清算が終了

　　　↓

⑨清算結了を法務局に登記（法人格の消滅）
　　　↓

⑩清算結了届の提出

１－２．解散認可申請書の必要書類

（１）医療法人解散認可申請書
（２）解散理由書（作成例１）

（３）社員総会議事録（作成例２）

（４）財産目録，貸借対照表，損益計算書

（５）残余財産の処分について記載した書類（作成例３）

（６）定款

１－３．解散認可後の届出

　　認可後には，次の届出を行ってください。

（１）解散登記完了届
　　　添付書類：登記事項証明書

（２）清算中就職した清算人届

　　　添付書類：登記事項証明書，履歴書，就任承諾書
（３）清算結了届

　　　添付書類：閉鎖事項証明書

２．認可を必要としない事由による解散の手続き

　①医療法人の解散（解散事由の発生）
　　　↓
　②法務局に解散の登記

　　　↓
　③呉市に解散の届出（合併による解散は法人格が直ちに消滅のため以降の手続きは必要ありません。）
　　　↓

④清算法人へ移行

　　　↓

⑤清算が終了

　　　↓

⑥清算結了を法務局に登記（法人格の消滅）

　　　↓

⑦清算結了届の提出

２－１．解散後の届出
　　解散後には，次の届出を行ってください。

（１）解散登記完了届

　　　添付書類：登記事項証明書

（２）医療法人解散届出

　　　添付書類：解散理由書，財産目録及び貸借対照表，残余財産処分事項

　　　　　　　　登記事項証明書，清算人の履歴書，清算人の就任承諾書
　　　　　　　　議事録の写し，定款，清算中就職した清算人届
（３）清算結了届

　　　添付書類：閉鎖事項証明書
